「ふつうの場所でふつうのくらしを実現するために」
―　ノーマライゼーションの具現化をめざして　―

これからの入所施設とグループホームについて　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　宮城学院女子大学　非常勤講師　小野　隆一
　　　　　　　　
Ⅰ．これまでの入所施設(居住型施設)の役割の経緯
１　当初(第二次世界大戦後)
　　２　ノーマライゼーション(1980年代)
（１）ノーマライゼーションの浸透
　　　（２）ノーマライゼーションの理念との相違
３　入所施設の改革の時期
（１）施設の社会化(入所施設の形を維持しながら)   
　（２）地域移行・グループホームの推進（1990年代以降）
　　　（３）これからの入所施設の担うべき機能
　Ⅱ　今後の入所型施設に求められる役割
　　　１　入所施設の現状
（1） 地域移行支援現状
（2） 国の取り組み
（3） これからの入所施設の担うべき機能
２　地域移行・グループホームの現状
(１)地域生活支援体制
（２）グループホームへの入居状況
（３）グルーフーホームの課題
　①　居住している場所が、入所施設からグルーフーホームへ移っただけで、地域での普通の暮らしや、自由な意思決定は本当に行われているのか。
  　　　②　地域の中の一員としての生活・活動が進められているか。　
　　　　③　重度化(発達障害者も含む)・高齢化する中での介護・支援技術及び環境・ハードへの対応が計画されているか。　
④ グループホームに関わるスタッフの確保が困難になっている。  
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